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6.3. アンダーフロー配管 

本機に供給するクーラント液中に大きな異物が含まれていたり、粒子濃度が非常に濃い場合、ア

ンダーフロー配管が目詰まりを起こす事があります。 

アンダーフロー配管が目詰まりしたままでは、分離効果は得られません。 

速やかに目詰まりを排除して下さい。 

アンダーフロー配管の先端はタンク内の液面に浸して下さい。 

ポンプ停止時にサイフォン現象により液の移動が起こることがありますのでご注意

下さい。 

 

6.4. オーバーフロー配管 

オーバーフロー(クリーン液)配管は接続部口径と同一か、それ以上の口径の配管を接続して下さ

い。ＣＬ－７０／１００ＬＷは３２Ａ以上、ＣＬ－２００／３００ＬＷは５０Ａ以上として下さ

い。 

オーバーフロー配管の圧力損失が大きい場合アンダーフロー量が多くなります。（処

理流量が減少します） 

 

6.5. 日常点検 

本機稼動中に以下の確認を行って下さい。 

・ 設定圧力 

 圧力計が設定範囲内を指しているか確認して下さい。 

・ アンダーフロー配管の目詰まり 

 アンダーフロー配管に接続されているホースから液の流れがあることを確認して下さい。 

 

部品の交換等により本機を分解する際は、必ず機械の停止を確認してから行って 

下さい。 

 

7. 保証 

・ 本装置の保証期間は、工場出荷より起算して１年間です。１年以内に正常なご使用にもかかわ

らず、機器の故障、不具合が生じた場合は、その部分について無償で修理、交換致します。た

だし保障範囲は、不具合部分等の機械的保証までとし、故障に起因する種々の出費、損害の保

証はいたしません。 
・ 保証期間に関係なく、下記原因による不具合等に対する技術員派遣、修理、交換等の発生費用

は有償となります。 
① 据付、配線、操作、保守、点検のための遵守、禁止事項を守らなかった場合 
② 承諾なしでの修理、改造をした場合 
③ 当社が納入していない機器に起因する場合 
④ 天災、天変地異による災害による場合 
⑤ クーラントの変更など仕様と異なる使い方をした場合 

・ 原因が不明確な場合は、協議の上、処置を決定することと致します。 
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！ 警告 


